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月

日（
月
・
体
育
の
日
）＝
収
集

10

11

し
ま
す
▽

月
3
日（
水
・
文
化
の
日
）

11

＝
収
集
し
ま
せ
ん
。

問̝

廃
棄
物
減
量
推
進
課
緯

・2
4
2
8

32

ޱ
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ԉ
ื
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本
市
で
は
、
口
蹄
疫
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
宮
崎
県
の
畜
産
農
家
・
各
業
界

に
対
す
る
募
金
活
動
を
、
7
月
2
日
か

ら

日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。
市
民
の

30
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
総
額
四
十

万
三
千
二
百
十
四
円
が
集
ま
り
、
8
月

4
日
に
宮
崎
県
へ
送
金
し
ま
し
た
。

問̝

農
業
畜
産
課

ࢢ
੫
ͷ
ূ
໌
ɾ
Ӿ
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࣌
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第
三
者
に
よ
る
不
正
取
得
を
防
止
し

大
切
な
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、

請
求
時
に
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証

な
ど
で
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問̝

市
民
税
課

ủ
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ূ
໌
ॻ
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ม
ߋ
ʹ
͝

ҙ
Λ

本
年
3
月
ま
で
発
行
し
て
い
た「
納

税
証
明
書（
滞
納
が
な
い
証
明
書
）」は
、

4
月
か
ら「
滞
納
の
な
い
証
明
書
」に
変

更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
法
人
の
場
合
は

請
求
者
が
代
表
者
以
外
の
と
き
、
個
人

の
場
合
は
請
求
者
が
本
人
以
外
の
と
き

な
ど
に
委
任
状
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

市
民
税
課

݄

ࢢ
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ୈ
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݄

忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
な
口
座
振
替
、

納
税
組
合
の
ご
利
用
を
。
保
険
税
を
滞

納
す
る
と
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短

く
な
る
場
合
や
、
診
療
費
が
一
時
的
に

全
額
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問̝

納
税
課（
市
県
民
税
）

問̝

保
険
料
課（
国
民
健
康
保
険
税
）


ۚ
͔
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Ҿ
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Β
Ε
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݄
͔
Β
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Θ
Γ
·
͢

月
以
降
の
徴
収
額
や
本
年
度
の

10
保
険
料（
税
）額
は
6
月
に
送
付
し
て
い

る
納
入
通
知
書
で
確
認
を

※
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
分
は
7
月
に
送
付
。

対̝

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

問̝

保
険
料
課

ࠃ
ຽ

ۚ
ͷ
લ
ೲ
ׂ
Ҿ
੍


国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
前
納
割
引

制
度
が
あ
り
、
1
年
前
納
で
三
千
二
百

二
十
円
、
半
年
前
納
で
七
百
四
十
円
が

割
り
引
か
れ
ま
す
。
納
付
期
限
は
1
年

前
納
が
4
月
末
、
半
年
前
納
が

月
1

11

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
※
専
用
の
納

付
書
が
必
要
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

佐
世
保
年
金
事
務
所
緯

・1
1
4
8

34

ܟ

ɾ

ࢱ
ύ
ε
ͷ
ߋ
৽

月
生
ま
れ
の
人
は
、

月
1
～

10

10

31

日
に
本
人
が
パ
ス
券
を
持
参
し
、
市

営
・
西
肥
バ
ス
の
指
定
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い

※
福
祉
パ
ス
は
身

障
・
療
育
・
精
神
手
帳
も
持
参
。
新
規
・

紛
失
に
つ
い
て
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

健
康
づ
く
り
課（
敬
老
パ
ス
）

問̝

障
が
い
福
祉
課（
福
祉
パ
ス
）

҆
શ
ɾ
҆
৺
ॅ
·
͍
ͮ
͘
Γ
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
に
耐
震
診
断

を
申
請
し
た
場
合
の
診
断
費
や
、
改
修

計
画
策
定
費
、
耐
震
改
修
工
事
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す

対̝

昭
和

年
5

56

月

日
以
前
に
市
内
に
建
設
さ
れ
た
一

31
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
住
宅
の
所
有
者

が
居
住
中
の
も
の
〆̝

月

日

11

30

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
尋
ね
を
。

問̝

建
築
指
導
課

ແ
ྉ
ݐ
ங
૬
ஊ
ձ

時̝

月

、

日

～

時
場̝

四
ヶ
町

10

17

31

13

16

ア
ー
ケ
ー
ド（
親
和
銀
行
本
店
付
近
）̝
内

住
宅
の
建
築
、
耐
震
診
断
な
ど

問̝

建
築
指
導
課

େ
ن

ͳ


औ
Ҿ

ಧ
͚
ग़
Λ

大
規
模
な
土
地
取
引
契
約
を
し
た
と

き
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
権
利

取
得
者
は
2
週
間
以
内
に
届
け
出
が
必

要
で
す

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

建
築
指
導
課

ݐ
ઃ
Ϧ
α
Π
Ϋ
ϧ
๏
ʹ
Α
Δ
Ұ
੪

ύ
τ
ϩ
ồ
ϧ

月
は
リ
サ
イ
ク
ル
月
間
で
す
。
適

10
正
な
建
設
資
材
廃
棄
物
の
分
別
解
体
・

再
資
源
化
が
行
わ
れ
て
い
る
か
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ま
す

時̝

月

～

日

10

25

29

場̝

建
築
解
体
現
場
や
建
設
現
場

問̝

建
築
指
導
課

ࢧ

͍
ར
ࢠ
ͷ
Ұ
෦
Λ
ॿ


対̝

こ
と
し
4
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で

に「
佐
世
保
市
中
小
企
業
緊
急
経
営
対

策
資
金
」を
借
り
入
れ
た
中
小
企
業
者

内̝

借
り
入
れ
当
初
1
年
間
に
支
払
っ

た
利
子
の
2
分
の
1（
1
事
業
者
当
た

り
上
限
十
万
円
）

問̝

産
業
振
興
課

࿑
ಇ
૬
ஊ

ใ
η
ϯ
λ
ồ
ͷ
ٳ
日
૬
ஊ

時̝

月

、

日
9
時

分
～

時

10

23

30

30

16

30

分
場̝

佐
世
保
労
働
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー（
県
北
振
興
局
内
）̝
内

働
く
人
と

会
社
の
間
の
紛
争
解
決
の
あ
っ
せ
ん
、

労
働
相
談
料̝

無
料

※
電
話
相
談
も

可
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
師
0
1
2
0
・

7
8
3
・
3
6
9（
携
帯
電
話
可
）。

問̝

長
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

緯
0
9
5
・
8
2
2
・
2
3
9
8


্
σ
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λ
ϧ
์
ૹ
ແ
ྉ
૬
ஊ
ձ
ɾ

આ
໌
ձ

時̝

月
4
～

日（
8
日
は
除
く
）、

10

19

11

月
1
～
9
日
の
平
日

～

時
場̝【

10

17

10

月
】相
浦
支
所
、
吉
井
・
世
知
原
・
宇
久
・

小
佐
々
行
政
セ
ン
タ
ー【

月
】早
岐
・

11

日
宇
・
大
野
支
所（
順
次
実
施
）
※
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
班
回
覧
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問̝

情
報
政
策
課

݄

Ỗ

日
ủ
൜
ࡑ
ͷ
ͳ
͍
҆

શ
ɾ
҆
৺
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
ਪ
ਐ
०
ؒ
Ứ

三
川
内
陶
器
市
地
域
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
師

月

日
、
三
川
内
陶
器
市

10

11

会
場
▽
県
内
一
斉
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
師

月

日
▽
佐
世
保
地
区
地
域
安
全

10

12

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
師

月

日
、
島
瀬
公

10

13

園
前

問̝

交
通
安
全
・
防
犯
推
進
室

ਫ
ಓ
ہ
͔
Β
ͷ
͓
ئ
͍

【
水
道
管
に
破
損
が
あ
っ
た
ら
】メ
ー

タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
水
道
管
に
破
損

や
水
漏
れ
を
見
つ
け
た
ら
、
水
道
局
の

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
道
路
な
ど
の
水
漏
れ
は
水

道
局
上
下
水
道
維
持
課
、
最
寄
り
の
営

業
所
、
出
張
所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

【
よ
り
安
全
で
お
い
し
い
水
の
た
め
に
】

次
の
場
合
は
念
の
た
め
、
使
い
始
め
の

バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
は
飲
み
水
以
外
に
ご

利
用
く
だ
さ
い（
通
常
の
使
用
状
態
で

は
健
康
上
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
）▽
長

期
間
留
守
に
し
た
後
や
朝
一
番
に
水
を

使
用
す
る
と
き
▽
昭
和

年
3
月
以
前

53

に
設
置
さ
れ
た
水
道
管
を
使
用
し
て
い

る
場
合（
鉛
管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
、
鉛
が
溶
け
出
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
）
※
個
人
所
有
の
鉛

管
は
取
り
替
え
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問̝

上
下
水
道
維
持
課
緯

・
1
1
5
1

24
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市
道
上
に
突
出
し
て
看
板
等
を
設
置

す
る
場
合
に
は
、
道
路
占
用
許
可
が
必

要
で
す
。
無
届
け
の
設
置
は
道
路
法
に

違
反
す
る
不
法
占
用
で
す
。
許
可
を
受

け
た
も
の
に
は「
道
路
占
用
許
可
済
証
」

シ
ー
ル
が
張
っ
て
あ
り
ま
す
。
※
詳

し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

土
木
政
策
・
管
理
課

19

人権シリーズ
「インターネットによる人権侵害」

インターネットは、知りたい情報を誰で
も容易に知ることができ、現代の生活には
無くてはならない情報源として広く普及し
ています。一方、その情報発信の容易さか
ら、匿名による書き込みが可能なことを悪
用して、個人の名誉やプライバシーを侵害
したり、いじめなど人権にかかわるさまざ
まな問題も発生しています。
インターネットの利用については、他人
を誹謗（ひぼう）中傷する内容や人権を侵害
する文章をネット上に書き込まないという
マナーを守るとともに、情報を発信する時
はその内容に責任を持つという人権の視点
に立った意識が大切です。
問̝人権男女共同参画課

自立化支援補助金の応募団体追加募集

本市では、市内の市民公益活動団体
（NPO法人やボランティア団体等）の活動
活性化と自立化を促進し、本市の「市民
協働によるまちづくり」をより一層推進
するために、補助制度を運営しています。
今回、5月に第1回の募集が終了した

ファーストステップ補助金、スケールアッ
プ補助金の申請団体を追加募集します。
時̝10月1日～10月29日

【ファーストステップ補助金】
対̝新結成または設立後おおむね1年以内
の市民公益活動団体が行う事業

【スケールアップ補助金】
対̝設立後おおむね1年以上が経過し、着
実な活動を展開している市民公益活動
団体が行う事業

※補助金の内容など、詳しくはお尋ねを。
問̝市民協働推進室

占用許可済証シール



݄
�
日
ủ
ড়
Խ
૧
ͷ
日
Ứ

浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
汚
水
と
台
所
な

ど
の
生
活
排
水
を
衛
生
的
に
処
理
で
き

る
装
置
で
す
。
下
水
道
未
整
備
地
域
で

浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
、
条
件
に
適
合

す
れ
ば
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
浄
化
槽
の
設
置
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問̝

環
境
保
全
課
緯

・
1
7
8
7

26


ੜ
ͷ
α
ϧ
ʹ
ग़
߹
ỳ
ͨ
Β

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、
サ
ル
を
山

に
帰
す
た
め
次
の
こ
と
に
ご
注
意
を
▽

決
し
て
食
べ
物
を
与
え
な
い
▽
菓
子
袋
、

ス
ー
パ
ー
の
袋
は
隠
す
▽
目
を
合
わ
さ

ず
、
近
寄
ら
な
い
▽
目
が
合
い
、
サ
ル

が
手
を
上
げ
る
な
ど
し
て
脅
か
す
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
傘
や
棒
切
れ
な
ど
を
持

ち
毅
然
と
し
た
態
度
を
示
す
▽
小
さ
な

き

子
ど
も
に
は
、
お
菓
子
な
ど
を
持
ち
歩

か
せ
な
い
▽
石
を
投
げ
る
な
ど
し
て
、

か
ら
か
わ
な
い

問̝

環
境
保
全
課
緯

・
1
7
8
7

26

৽
ن
ߴ
ߍ
ଔ
ۀ
༧
ఆ
ऀ
߹
ಉ
ا
ۀ

໘
ஊ
ձ

時̝

月

日

～

時
※
受
け
付
け

10

26

13

16

師

時

分
～

時
場̝

体
育
文
化
館

12

30

15

対̝

来
年
3
月
卒
業
予
定
の
高
校
生

※
参
加
企
業
師

社
予
定

40

問̝

佐
世
保
公
共
職
業
安
定
所

緯

・
8
6
0
9

34

ࣦ
ۀ

څ

ͷ
ෆ
ਖ਼
ड
څ

ࢭ
ʹ
͝

ڠ
ྗ
Λ

働
い
て
い
る
こ
と
を
隠
し
な
が
ら
支

給
を
受
け
る
な
ど
の
不
正
行
為
が
後
を

絶
た
ず
、
内
容
も
悪
質
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
給
付
の
趣
旨
を
正
し
く
理
解
し
、

不
正
受
給
防
止
に
ご
協
力
を
。

問̝

佐
世
保
公
共
職
業
安
定
所

緯

・
8
6
0
9

34
ւ
۠
ړ
ۀ
ௐ

ҕ
һ
ձ
ҕ
һ
બ
ڍ
ਓ

໊

ͷ
ॎ
ཡ

時̝

月

日
～

月
3
日
8
時

分

10

20

11

30

～

時
場̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

17
（
閉
庁
日
は
市
役
所
1
階
・
管
理
員
室
）

登
録
資
格
者
＝
平
成
2
年

月
6
日
ま

12

で
に
生
ま
れ
た
漁
業
経
営
者（
法
人
含

む
）と
家
族
、
従
業
員
で
年
間

日
以

90

上
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
人

※
9
月

1
日
現
在
で
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

問̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ઌ
ண
ॱ
Ͱ
ࢢ
༗

Λ
ച
٫
͠
·
͢

対̝

石
坂
町
サ
ン
ヒ
ル
ズ
石
坂
団
地
内

1
区
画
、
大
潟
町
美
崎
が
丘
団
地
内
5

区
画
、
鹿
町
町
大
加
勢
分
譲
地
内
1
区

画
内̝

一
般
競
争
入
札
で
売
却
で
き
な

か
っ
た
住
宅
用
地
を
価
格
公
開
の
上
、

先
着
順
で
売
却
申̝

月

日
～
来
年

10

12

3
月

日
正
午
ま
で
に
財
産
管
理
課
へ

17

※
売
却
条
件
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
お
尋
ね
を
。

問̝

財
産
管
理
課

ಛ
ఆ
༏
ớྑ
ެ
ڞ
Ờ
ି
ॅ

ೖ
ډ
ऀ

【
市
営
・
特
定
公
共
】小
ヶ
倉
住
宅（
吉
井

地
区
）、
世
知
原
中
央
住
宅
、
古
里
住
宅

（
小
佐
々
地
区
）、
愛
の
里
住
宅（
宇
久

地
区
）、
平
野
住
宅（
江
迎
地
区
）、
シ
ー

サ
イ
ド
鹿
町

【
県
営
・
公
社
】吉
岡
団
地

【
県
営
・
特
定
優
良
】須
佐
団
地（
公
B

棟
）、
ア
ル
フ
ァ（
三
浦
町
）̝
対

公
営
住

宅
の
収
入
基
準
を
超
え
る
世
帯

問̝

住
宅
課（
市
営
分
）

問̝

県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

緯

・
9
6
1
2（
県
営
分
）

22


ޢ
ઐ

ֶ
ߍ
ฏ




ೖ
ֶ

ੜớ
ਪ
ન
ೖ
ࢼ
Ờ

対̝

①
市
内
お
よ
び
県
北
地
区
の
高
校

を
来
年
3
月
卒
業
見
込
み
で
、
学
校
長

か
ら
の
推
薦
が
あ
る
高
校
生
②
自
己
推

薦
ま
た
は
職
場
の
上
司
か
ら
の
推
薦
が

あ
る
社
会
人
定̝

①
②
合
わ
せ
て

人
14

程
度
▽
願
書
受
け
付
け
＝

月
4
～

11

10

日（
必
着
）▽
試
験
日
＝

月

日

11

27

※
①
願
書
は
各
高
校
あ
て
に
配
布
②
願

書
は
同
校
で
配
布
。
郵
送
希
望
者
は
住

所
、
氏
名
を
書
き
、
百
四
十
円
切
手
を

張
っ
た
角
型
2
号（
A
4
版
が
入
る
大

き
さ
）の
封
筒
を
同
封
し
、
同
校（
〒
8

5
7
の
0
0
5
6
、
平
瀬
町
3
の
1
）

に
請
求
を
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

市
立
看
護
専
門
学
校
緯

・
7
3
2
9

24

国勢調査の調査票の提出をお願いします!

平成22年10月1日現在で日本に住んでいるすべての
人（世帯）を対象に、国勢調査を実施しています。調査
の結果は、児童福祉、高齢者の介護・医療、若者の雇
用対策など、わたしたちの暮らしに役立つ大切なデー
タとなります。
記入した調査票は専用
の封筒に入れて封をし、
ご自宅に伺った調査員に手
渡しするか（調査員は中身
を見ません）、郵送提出封
筒で市に郵送してください。
※封筒に入れる前に、記入
内容に誤りが無いか、連
絡先を記入しているか等
の確認をお願いします。

問̝政策経営課

20

ୈ
�
ճ
ڷ

࢙
ମ
ݧ
ߨ
࠲

時̝

月

日
9
～

時
場̝

佐
世
保
駅

11

13

16

前
集
合
内̝

奥
佐
世
保
の
歴
史
め
ぐ
り

（
吉
井
、
世
知
原
、
小
佐
々
、
江
迎
、
鹿

町
地
区
の
文
化
財
見
学
）̝
対

小
学
3
年

生
～
一
般
料̝

小
学
生
七
百
五
十
円
、
中

学
生
以
上
千
五
百
円
定̝

人
申̝

住
所
・

45

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
、
は

が
き（
〒
8
5
7
の
8
5
8
5
・
住
所
不

要
）、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス（
・9
6
8
2
）、

25

E
メ
ー
ル（syakai@

city.sasebo.
lg.jp

）の
い
ず
れ
か
で
社
会
教
育
課
へ

〆̝

開
催
日
の
3
日
前（
応
募
者
多
数
の

場
合
抽
選
）
※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

社
会
教
育
課

Ϩ
σ
ỹ
ồ
ε
競
輪
ڭ
ࣨ

時̝

月

日

時

分
～

時（
途
中

10

13

10

30

16

参
加
・
退
出
も
可
）̝
場

佐
世
保
競
輪
場

内̝

講
師
に
よ
る
分
か
り
や
す
い
競
輪

予
想
教
室（
昼
食
付
き
）̝
料

無
料
定̝

60

人
申̝

電
話
で
佐
世
保
競
輪
事
務
所
へ

問̝

佐
世
保
競
輪
事
務
所
緯

・4
7
9
7

31

ủ


ͷ
日
Ứݱ

ݟ
ֶ
ձ

月

日
の「
土
木
の
日
」に
ち
な
ん

11

18

だ
現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

【
長
崎
市
方
面
】̝
時

月

日
8
時

11

14

20

分
～

時

分
場̝

新
み
な
と
暫
定
広

17

10

場
集
合
内̝

新
幹
線
鈴
田
ト
ン
ネ
ル
、
長

崎
港
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
長
崎
南
環
状
線

バ
イ
パ
ス
の
見
学
料̝

無
料
定̝

人（
小

90

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
・
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）̝
申

往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い

て
技
術
監
理
課
へ
〆̝

月

日
当
日

10

22

消
印
有
効

※
弁
当
、
筆
記
用
具
、
雨

具
持
参
。

問̝

技
術
監
理
課

【
佐
々
町
方
面
】̝
時

月

日

～

11

14

13

16

時
場̝

佐
世
保
駅
前
集
合
内̝

西
九
州
道

佐
々
I
C
、
口
石
免
工
事
現
場
の
見
学

料̝

無
料
定̝

人（
小
学
生
以
下
は
保
護

40

者
同
伴
・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申̝

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
書
い
て
国
土
交
通
省
長
崎

河
川
国
道
事
務
所
計
画
課（
〒
8
5
1

の
0
1
2
1
・
長
崎
市
宿
町
3
1
6
の

1
）へ
〆̝

月

日
当
日
消
印
有
効

10

29

※
筆
記
用
具
、
雨
具
持
参
。

問̝

国
土
交
通
省
長
崎
河
川
国
道
事
務

所
計
画
課

緯
0
9
5
・
8
3
9
・
9
8
9
6

ࠤ
ੈ
อ
ࢢ
உ
ঁ
ڞ
ಉ
ࢀ
ը
એ
ݴ

ࢢ


प

ه
೦
ɾ
༮
ࣇ
ڭ
ҭ
η
ϯ
λ
ồ

ڞ
催
ߨ
ԋ
ձ

時̝

月
7
日

時

分
～

時

分

11

13

30

15

30

場̝

ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
内̝「
パ
パ
ぢ
か
ら
～
仕
事
も

子
育
て
も
楽
し
も
う
～
」講
師
＝
安
藤

哲
也
さ
ん
料̝

無
料
定̝

3
0
0
人（
予
約

制
）̝
申

電
話
か
直
接「
ス
ピ
カ
」、「
幼

児
教
育
セ
ン
タ
ー
」へ

※
託
児
あ
り

（

月

日
ま
で
に
要
予
約
）。

10

27

問̝

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス

ピ
カ
」緯

・
3
8
2
8

23

問̝

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
緯

・0
5
5
0

31

さ
せ
ぼ
உ
ঁ
ڞ
ಉ
ࢀ
ը
η
ϛ
φ
ồ

【
第
1
回「
ス
ピ
カ
キ
ャ
ン
パ
ス
」・
長

崎
国
際
大
学
連
携
講
座（
全
3
回
）】

時̝

月

日

時

分
～

時
場̝

男

10

22

13

30

15

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス
ピ

カ
」研
修
室
2
内̝「
ビ
タ
ミ
ン
を
知
ろ

う
」講
師
＝
長
崎
国
際
大
学
准
教
授
・

宮
本
恵
美
さ
ん
料̝

無
料
定̝

人
申̝

電

40

話
か
直
接「
ス
ピ
カ
」へ

※
託
児
あ
り

（

月

日
ま
で
に
要
予
約
）。

10

12

【
第
2
回-et�s

Play

～
英
語
で
遊
ぼ

レ
ツ
ツ

プ
レ
イ

う
～（
全
3
回
）】

時̝

月

日

時

分
～

時

分

10

30

13

30

14

30

場̝

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス

ピ
カ
」研
修
室
1
内̝

国
際
交
流
の
推
進

を
目
指
し
た
、
子
ど
も
を
対
象
と
す
る

セ
ミ
ナ
ー
対̝

5
歳
～
小
学
3
年
生
の

子
ど
も
と
保
護
者
料̝

無
料
定̝

組
申̝

20

電
話
か
直
接「
ス
ピ
カ
」へ

問̝

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス

ピ
カ
」緯
・
3
8
2
8

23

χ
ỿ
ồ
ε
ϙ
ồ
π
ී
ٴ
ߨ
श
ձ

内̝

キ
ン
ボ
ー
ル
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ス

ポ
ー
ツ
ガ
ラ
ッ
キ
ー
、
ペ
タ
ン
ク
、

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

わ
の
わ
リ
ン
グ
対̝

5
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
申̝

電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

へ

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

さ
せ
ぼ
競
輪
開
催
日
程

緯

・
4
7
9
7

31

（

月
8
日
以
降
分
）

10共
同
通
信
社
杯（
奈
良
）場
外

本
場
開
催（
S
級
西
ス
ポ
杯
）

熊
本
記
念
競
輪
場
外

千
葉
記
念
競
輪
場
外

広
島
S
級
場
外

観
音
寺
記
念
場
外

本
場
開
催

函
館
記
念
競
輪
場
外

久
留
米
S
級
場
外

߸ηンターද൪ࢱॴ֤՝、தԝอ݈ࢢ■ �������͔ Βおͭͳ͗しますɻ

月
8
・
9
・
・
日

10

10
11

・
・
日

12
13
14

・
・
・
日

16
17
18
19

・
・
・
日

23
24
25
26

・
・
日

27
28
29

・
日
・
月
1
・
2
日

30
31

114
・
5
・
6
日

7
日

8
・
9
日

安藤哲也さん

江迎本陣（県指定史跡）

21


